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長期継続多読授業実践から分かったこと	

	

豊田高専では、2008〜2010 年度に多読・多聴授業を全学に展開、本科 1～3 年の全学科共通科目

で 3年間継続授業を実施した。また、2002 年度から多読授業を先行実践してきた電気・電子システ

ム工学科（以下 E 科と略称）では多聴活動を本格的に導入し、本科 2 年から専攻科 1 年まで 5 年間

継続の多読授業を実践した。3年間継続授業では、学生（本科 3年生）が 2 年半で累積 31 万語の英

文を読んだが、TOEIC 平均は 334 点に止まり、取組み前と変わらなかった。他方、5 年間継続では、

E科卒業生（専攻科 1年生）が 5 年間で累積 87 万語の英文を読み、TOEIC 平均は 561 点に上昇した。	

明暗を分けた両者の最大の違いは、多読授業の継続年数であるが、雰囲気作りの成否と授業時間

外の自律的な多読・多聴活動の活性度も異なる。多読授業実践の長いE科では、先輩学生の実績や

体験が後輩学生に十分フィードバックされており、学生の取組姿勢が積極的だが、本科1〜3年（E

科以外）では、実績とフィードバックが不足し、学生の取組みが盛り上がっていない。高専3年の

TOEIC平均を全国高校3年平均まで引き上げるためには、読書量30万語では不足する。達成には3単

位の授業時間だけでは足りず、より長期の授業継続か、授業外の活動の活性化が不可欠である。	

	

3年継続多読授業の結果	

豊田高専の本科３年では、多読・多聴授業全学展開の一期生（2010 年度の 3 年生）が、授業 2.5

年で累積 31 万語（中央値）のやさしい英文を読んだ。我々は、学生が多読の効果を実感し始める

読書量を 30 万語と見積もっているが、これ以上読んだ学生は半数以下であり、多読の効果を実感

できている学生も、半分以下にとどまると推定される。授業時間内で確保したコアタイムの 80%を

読書にあて、毎分 100 語で読めば、2.5 年間で 27 万語を読むことになるので、授業時間外にも多読

を行った学生が多くなかったことが分かる。	

図 1	 本科３年生（全学科）の読書冊数と累積読書量の分布	

さらに、各学生の累積読書冊

数と読書語数をマッピングする

と（図 1）、読書冊数が少ない

わりに累積読書語数の多い、す

なわち一冊あたりの語数が多く

長い本を読んでいる学生がいる

ことが分かる（図 1 の左上領

域）。読書冊数が 240 冊未満と

少なく、かつ多読授業を先行実

践してきた E 科の回帰直線より

読書量が 15 万語以上多い、特異

な学生群を抽出すると、12 名の

学生が該当する。これらの学生

は、読んでいる本の英文が長す	

ぎ、すなわち、読書英文のレベルが高すぎるため、累積読書量に対応した効果を期待できない。そ

のため、ここではこの学生群を他の学生と区別して分析した。	

具体的には、2.5 年間の累積読書量を確認できた学生 159 名のうち、極端に多く読んだ（680 万

語）学生 1 名を除く 158 名を、読書英文レベルが高すぎた学生 1群と、その他の学生を累積読書量

により分割した 6群に分け、群別の TOEIC 得点分布を比較した（図 2）。	
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読書英文レベルが高すぎた学

生のうち TOEIC を受験したのは

11 名である。累積読書量が 43

万語（中央値）と読書量は多い

が（読書冊数は 182 冊と少な

い）TOEIC 平均点は 270 点と低

く、300 点未満の低得点学生が 6

名（55%）を占める。この群の学

生は、「やさしい英文をたくさ

ん読む」という多読活動の狙い

からはずれ、自らの実力以上の

難しい英文を読んでいたため、

読書量に対応した効果を得られ

なかったと考えられる。その他

の学生のうち、TOEIC300 点未満

の	

図 2	 読書量による TOEIC 得点分布の違い	

	

低得点学生は 51 名であるが、その 96%（49 名）が、読書量の少ない 3 群（10〜40 万語：中央値は

25.8 万語、TOEIC 平均点は 308 点）に属していることが分かる。この 3群の学生の多くは、授業時

間内にも、あまり多読・多聴活動に取り組むことができなかった学生と言える。	

読書量が中位の2群は、読書量40〜60万語（中央値46.4万語）15名のTOEIC得点平均点が361点、

読書量60〜90万語（中央値65.3万語）18名のTOEIC得点平均点が371点である。この学生群は、本取

組みで想定した授業内外の多読・多聴活動を行った学生群、または、それ以上の多読・多聴活動を

行った学生群である。また、読書量が最も多い群（読書量：100〜220万語、中央値168万語）は、

授業時間外の自律的な多読・多聴活動が中心の学生であるが、全員がTOEIC400点以上であり、平均

点も本科3年生で449点と、同世代である高校３年全国平均より高い得点を得ている。	

	

5年継続多読授業の結果	

	

図 3	 E 系専攻科 1 年生の累積読書量分布の変化	

E 系専攻科１年の累積読書量

は、多読授業継続年数の増加と

ともに増えている。多読授業が

継続 5年になった 2008年度以降

も毎年増加し、2010年度には100

万語を越えた（図 3）。累積読書

量の分布をみると、取組前の

2004〜2006 年度（多読授業２〜

３年目）では、30 万語未満の学

生が 36%いたが、多読授業５年目

となった 2008〜2010 年度では

30 万語未満の学生はおらず、ほ

とんどの学生は多読の効果を実	
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感しているものと推測している。	

さらに、在学中に累積 100 万語

以上読破した E 科学生（専攻科

生を含む）は、2010 年 12 月に歴

代で 106 名に達した。	

E 系専攻科 1 年生の TOEIC 平

均点の経年変化をまとめた図 4

を見ると、多読授業継続年数が 2

〜3 年だった 2004〜2006 年度の

平均点は 470点と 2006年度の大

学 3 年（全学部）平均 469 点と

同程度であったが、多読授業が

継続 5年になった 2008〜2010年

度には 91点上昇して 565点に達

し、2009 年度の語学・文学系（英

語専攻）の大学 3年生平均	

	

図 4	 E 系専攻科 1 年生の TOEIC 得点分布の変化	

547 点以上まで上昇している。また、自律的な英語学習が可能な（と、我々が考えている）TOEIC450

点に達していない学生数も、2004〜2006年度の48%から2008〜2010年度には0%へと減少している。	

	

図 5	 学生の TOEIC 得点と英文レベル（YL）の関係	

	

我々は、やさしい英文図書の重

要性、とくに YL1.0 以下のやさ

しい英文図書から始めること

の重要性を再確認した。	

図 5 は、ネイティブ英語教員が

持つ英文の読みやすさ感覚

と、豊田高専 E 科学生の現状

を、TOEIC 得点と英文図書の読

みやすさ：YL により比較した

グラフである。実線は、主要 GR

（Graded	Readers）のレベル毎

に Mateer の表から取った推薦

TOEIC 得点を横軸に、古川から

取った YL	(min.)を縦軸に用	

いてプロットした直線で、ネイティブ英語教員が持つ英文の読みやすさ感覚を表している。Mateer

の表の推薦 TOEIC 得点は、EPER レベルの影響を受けているものと推定できる。大手書店の洋書売り

場に表示される TOEIC 推薦得点もこの値に近いことが多い。	

一方、豊田高専のデータ（図 5の破線）は、多読授業３〜６年目の学生が、TOEIC	IP で得た得点と、

受験時に読んでいた図書の YL（試験前後に読んでいた５冊の本の平均 YL	min.）をプロットしたも

のであるが、これは 100 万語読破を勧めた酒井、レベル 0〜3 の本で総語数 100 万語の読書を目標

とするのがよいとした古川・伊藤のガイドラインに従って授業が行われた結果である。	

5 年継続多読授業の結果詳細は、多読学会紀要第４巻「長期継続多読授業の効果」をご覧下さい。	


